
懸賞SA 解答　2024年　6月号

問１ 正解②
外国人に対しては、入国の自由は保障されていない（最大判昭53.10.4）。なお、外国人に対して入
国の自由が保障されていないことは、今日の国際慣習法上、当然のこととされている。

問２ 正解③
人に危害を与える態様による武器の使用は、使用要件に加えて、正当防衛、緊急避難、凶悪犯罪の
犯人の逮捕等、又は逮捕状による逮捕等のいずれかの場合に該当しなければ、これを行うことがで
きない（警職法7条）。

問３ 正解④
正当防衛が成立するためには、急迫不正の侵害がなければならないが、ここでいう不正とは、違法
を意味するので、正当行為、正当防衛行為、緊急避難行為などの適法な侵害に対して防衛行為を
行っても、正当防衛の成立は認められない（大判昭8.9.27）。

問４ 正解⑤
逮捕の実質的要件は十分に備わっているものの、単に逮捕の種別を誤ったような場合には、被疑者
を一旦釈放した上で、再逮捕すべき合理的理由があれば逮捕状により再逮捕することができる。

問５ 正解①
面会や差入れに関する事務は、留置管理業務に当たることから、捜査と留置の分離に基づき、捜査
員が行ってはならず、面会や差入れの申出を捜査員が受けた場合は、これを確実に留置担当官に引
き継がなければならない。

問６ 正解①
防犯活動については、街頭における警戒活動等の警察が主体となった取組と地域住民等による自主
防犯パトロール、自治体による安全安心まちづくりの推進等の関係機関・団体等が主体となった取
組を有機的に組み合わせて推進していかなければならない。

問７ 正解②
カッターナイフ、はさみ、千枚通しなど、凶器として使用されるおそれのある物件については、机
上に置いたままにしてはならない。

問８ 正解⑤
急訴事案の届出を受理した警察官は、まずはそれがどのような事案であるかを把握する必要がある
ことから、事案の内容や発生場所など、事案の概要を把握できる必要最小限の事項について、届出
人から迅速に聴取する。

問９ 正解④

道路標示とは、道路の交通に関し、規制又は指示を表示する標示で、路面に描かれた道路鋲、ペイ
ント、石等による線、記号又は文字をいう（道交法2条1項16号）。線や記号にとどまらず、文字も
含まれることに注意を要する。なお、道路標示については、その効用が損なわれることのないよう
各種点検を適時行い、その記録を確実に行った上で、適切なタイミングで補修等を行う。

問10 正解③
OPEC（石油輸出国機構）は、イラン、イラク、クウェート、サウジアラビア、ベネズエラが1960
年9月14日に設立し、2024年3月末現在は、リビア、アラブ首長国連邦（UAE）、アルジェリア、
ナイジェリア、ガボン、赤道ギニア、コンゴ共和国を加えた12か国が加盟している。
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